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◉掲載情報の見方
対象に明記のないものは市内在住・在学・在勤
者が対象▶催しなどで費用の記載のないものは
無料▶申し込みが必要な催しなどの持ち物は主
催者からの連絡などで確認を▶先着順の申し込
みで時間の記載のないものは午前９時から受付
▶申し込み・問い合わせなどで住所・電話番号
の記載がないものは市役所へ（業務日・時間は
月～金曜日午前９時～午後５時30分、祝休日・
年末年始を除く）
◉環境への配慮から、催しなどへの来場はでき
るだけ公共交通機関のご利用を。
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◉
今
月
の
焦
点
　
ス
ト
ッ
プ
！
孤
立
死
　

つ
な
が
り

支
え
合
う
ま
ち
に

誰
に
も
み
と
ら
れ
る
こ
と
な
く
息
を
引
き
取
り
、
そ
の
後
、
相
当
期
間
放
置
さ
れ
る
「
孤
立
死
」。

内
閣
府
の
意
識
調
査
（
２
０
１
５
年
）
で
は
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
４
割
以
上
が

「
孤
立
死
」
を
身
近
に
感
じ
て
お
り
、
社
会
問
題
化
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
昨
年
11
月
に
市
内
の
住
宅
で
起
き
た
「
孤
立
死
」
を
き
っ
か
け
に
、

こ
れ
ま
で
の
安
否
確
認
の
体
制
を
見
直
し
、
強
化
す
る
と
と
も
に
、

地
域
や
事
業
者
の
み
な
さ
ん
と
連
携
し
な
が
ら
、「
孤
立
死
」
を
防
ぐ
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
生
活
福
祉
課
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増
え
る
単
身
世
帯

　

高
齢
化
や
未
婚
者
の
増
加
な
ど

で
、
単
身
世
帯
は
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
。 

国
勢
調
査
（
２
０
１
０

年
）
に
よ
る
と
、
本
市
の
高
齢

化
率
は
府
内
33
市
で
最
も
高
い

25
％
。
単
身
世
帯
も
全
体
の
２
割

に
近
く
、
そ
の
半
分
を
高
齢
者
の

単
身
世
帯
が
占
め
て
い
ま
す
。
調

査
以
降
も
世
帯
数
が
増
加
し
、
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
の
比
率
は
さ
ら
に
上
昇
し

て
い
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

安
否
確
認
の
体
制
を
強
化

　

市
で
は
今
年
度
、
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
な
ど
の
安
否
確
認
の
手

順
を
定
め
た
取
り
組
み
方
針
を
新

た
に
作
り
ま
し
た
（
手
順
は
左
図

の
と
お
り
）。

　

同
方
針
で
は
、
市
民
か
ら
の
情

報
提
供
の
窓
口
を
生
活
福
祉
課
に

一
本
化
。
高
齢
者
や
障
が
い
者
な

ど
状
況
に
応
じ
て
担
当
課
を
決
定

し
、
職
員
が
実
際
に
訪
問
し
安
否

確
認
を
行
い
ま
す
。
並
行
し
て
関

係
課
が
連
携
し
、
住
民
登
録
や
医

療
・
水
道
の
利
用
状
況
な
ど
の
情

報
を
集
め
て
世
帯
の
状
況
を
速
や

か
に
確
認
し
ま
す
。

　

訪
問
し
た
職
員
が
異
変
を
確
認

し
、
緊
急
性
が
あ
る
と
判
断
し
た

場
合
は
、
警
察
や
消
防
に
連
絡
し

て
対
応
を
協
議
。
そ
の
後
も
担
当

課
が
警
察
な
ど
と
連
絡
を
取
り
、

安
否
が
確
認
で
き
る
ま
で
継
続
し

て
関
わ
り
ま
す
。

■
日
常
的
な
見
守
り
体
制
を
強
化

　

自
治
会
（
町
会
）
や
民
生
委
員
・

児
童
委
員
、
地
区
福
祉
委
員
な
ど

に
よ
る
地
域
の
見
守
り
活
動
に
加

え
、
事
業
者
が
日
常
業
務
で
異
変

を
発
見
し
た
場
合
に
通
報
し
て
も

ら
う
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。
７
月
に
は
市
内
12
郵
便
局
と

見
守
り
活
動
に
関
す
る
協
定
を
締

結
。
市
で
は
今
後
、
趣
旨
に
賛
同

い
た
だ
け
る
事
業
者
と
の
協
議
を

進
め
、
日
常
的
な
見
守
り
体
制
を

強
化
し
て
い
き
ま
す
。

「助け」を求められる環境づくりを
■自治会（町会）へ加入しましょう
　顔見知りが増え、周りとのつながりを深めるきっかけに
なります。加入についてはお住まいの地域の自治会（町会）
長へ問い合わせを。
問い合わせ　自治振興課
■ご存じですか？緊急通報システム
　65歳以上の一人暮らし
の高齢者などが、急病時
や健康に関する相談を行
いたい時に、ボタンを押
すだけで、市が委託して
いる警備会社（ALSOK）
の受信センターや健康相
談センターに直接つながり、緊急対応要員の出動や消防へ
の通報、健康相談などの対応を365日24時間実施します。
また、自宅内で生活活動が感知できなかった場合は、安否
センサーにより自動的に受信センターに通報が届き、緊急
対応要員が出動し安否を確認します。
　装置は電話回線を利用しており、アナログ回線以外でも
設置が可能です。利用するには緊急連絡先の登録や自宅の
合鍵を預けていただく必要があります。また、利用料が発
生する場合がありますので、詳しくは問い合わせを。
問い合わせ　いきいき高齢課

◉安否確認の手順◉
地域住民、事業者など

生活福祉課 社会福祉協議会
民生委員・児童委員など

安否確認（緊急性がある場合は警察・消防と対応を協議）

情報提供

担当課の決定
関係課から情報集約

連絡

明らかな異常（人が倒れている・強烈な異臭が
する）があるときはすぐに警察・消防へ連絡を。
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松ケ丘連合町会～楠小学校区福祉委員会～

（後列左から）中
なか

西
にし

幹
みき

彦
ひこ

さん、目
め

良
ら

香
か

代
よ

子
こ

さん（民生委員・児童委員）
（前列左から）笹

ささ

井
い

元
もと

三
ぞう

さん、玉
たま

﨑
さき

和
かず

実
み

さん

福祉向上に地域力結集
　地域福祉の向上に向け、独自の体制をとる
松ケ丘地区。連合町会内に福祉委員会制度を
設け、各自治会長や民生委員・児童委員が「福
祉委員」、各班長が「福祉協力員」を務めるなど、
地域の力を結集し活動に取り組んでいます。
　地区では今年度、実態に合った要支援者名
簿を作成しようと、調査を実施しました。引
き続き情報の整理を進め、災害時だけでなく、
訪問活動などにも活用できるものにし
ていきたいと考えています。
　参加者同士で仲良くなってほ
しい――。そんな思いで開催し
ている高齢者を対象にした「ふ
れあいミニサロン」は、地域
の医療機関や高校茶道部にも
協力を依頼するなど毎回趣向を
凝らしたものを企画。サロンの
開催前には各班長が戸別に訪問し、
できるだけ声かけをしながら案内を配
布するようにしています。
　サロンに参加されない人へのアプローチが
これからの課題です。今後は、自分たちから
積極的に訪問していくことも視野に入れなが
ら、地域に密着した活動を地道に続けていき
たいと思っています。

目指すは「向こう三軒両隣」
　「『向こう三軒両隣』の関係を作りたい――」
　その思いを胸に、今年度から２つの新しい
活動に取り組んでいます。１つの取り組みは
「福祉何でも相談室」。地区を担当するコミュ
ニティソーシャルワーカー（CSW）と民生委
員・児童委員が連携し、住民の様々な相談に
応じる場を設けています。もう１つは７月にス
タートした「おしゃべりサロン」で、「気軽に

話せる場を」と特別なプログラムは用意
せず、交流の機会を提供。将来的に
は認知症の人などを地域で支える
「認知症カフェ」の開催にもつな
げていきたいと考えています。
　長年取り組んできた活動で
は、80歳以上の人の誕生月に
自宅を訪れ、小学生が書いたメ
ッセージを添えて花束を届ける

「友愛訪問」が大変喜ばれています。
また偶数月には、「ふれあい喫茶」を

開催し、年齢に関係なく地域住民が交流で
きる催しを企画しています。
　高齢化の進展で今後、外出が困難になる
人も増加していきます。地区では、訪問活動
を充実させるなど、これからも顔の見える関
係づくりを進めていきたいと考えています。

■
協
定
で
「
思
い
を
形
に
」

　
「
郵
便
業
務
を
通
じ
て
、
地
域

に
貢
献
し
た
い
―
―
」

　

私
た
ち
郵
便
局
員
の
思
い
を

今
回
、
市
と
「
見
守
り
活
動
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結
す
る
こ

と
で
形
に
で
き
、
第
一
歩
を
踏

み
出
せ
た
こ
と
を
大
変
う
れ
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

日
々
の
配
達
業
務
な
ど
で
市

内
を
く
ま
な
く
回
る
私
た
ち
。

そ
の
強
み
を
生
か
し
、
局
員
の

意
識
を
高
め
、
一
丸
と
な
っ
て

地
域
の
見
守
り
活
動
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
実
際
の
活
動
で
は

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
な
ど

様
々
な
制
約
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
全
国
に

広
が
り
、
さ
ら
に
認
知
さ
れ
て

い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

▲河内長野郵便局の吉
よし

田
だ

卓
たく

生
お

局長（左）と谷
たに

川
がわ

昌
まさ

大
ひろ

総務部長

荘園町福祉委員会～小山田小学校区～

（後列左から）山
やま

本
もと

正
まさ

至
し

さん、岸
きし

部
べ

尚
なお

武
たけ

さん、平
ひら

野
の

純
じゅん

子
こ

さん
（前列左から）稲

いな

田
だ

育
いく

也
や

さん、岸
きし

本
もと

邦
くに

敏
とし

さん（民生委員・児童委員）

地
域
に
安
心
も
届
け
た
い 

事業者による
見守り

地域住民による
見守り

地
域
が

ひ
と
つ
の
家
族

市
内
各
地
区
で
は
、
自
治
会
（
町
会
）
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

地
区
福
祉
委
員
な
ど
が
連
携
し
、
見
守
り
活
動
を
は
じ
め
、

相
談
事
業
や
交
流
サ
ロ
ン
、
子
育
て
支
援
活
動
な
ど

住
民
の
孤
立
を
防
ぐ
様
々
な
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
新
た
な
活
動
に
取
り
組
む
２
地
区
と

郵
便
局
の
活
動
へ
の
思
い
を
紹
介
し
ま
す
。


